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年
、
日
本
各
地
で
様
々

な
災
害
が
発
生
す
る
中
、

特
に
河
川
の
氾
濫
等
に

よ
る
災
害
が
多
く
、
根
室
市
に
お
い

て
も
過
去
に
高
潮
や
大
雨
等
に
よ
り

甚
大
な
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め

に
は
、
情
報
や
知
識
を
も
と
に
安
全

に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
流
行
し
て
い
る
今
、
感
染
症

対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
行
動
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
の
災
害

リ
ス
ク
を
知
り
、
い
つ
か
必
ず
起
こ

る
災
害
に
備
え
、ど
う
行
動
す
る
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

リ
ス
ク
が
あ
る
中
で
危
険
が
迫
っ
た

時
に
ど
う
す
る
か
、
改
め
て
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
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「避難」とは「難」を「避」けることで、「危険を回避する」行動のことをいいます。

安全な場所にいる人まで避難する必要はありません。避 難

今、災害が起きたら、あなたはどうする？

避難のススメ

　災害はいつ発生するのか誰にも分か
りません。平時から自宅の場所がどの
ような災害に弱いのか、避難場所がど
こにあるのか確認し、家族と別々になっ
た場合に備え、安否確認の方法や最終
的な集合場所を決めておきましょう。

　大雨などの気象災害
の場合、テレビニュー
スなどで危険が迫って
いることが分かる場合
があります。避難が必
要になることを想定し
て、平時の準備を再確
認しましょう。

　豪雨や地震発生後、被害の状況や
避難情報などの情報収集が必要とな
ります。災害時には、いつも使って
いる情報収集手段が使えなくなるこ
とがあるので、複数の方法で情報を
得られるよう準備しておき、正確な
情報を入手しましょう。
　また、災害発生時は状況により、
開設する避難所等が変更になってい
る場合がありますので、市が発信す
る情報に十分注意してください。

　避難所では、環境の変化などによって体調を崩
してしまう方もいます。避難所ごとのルールやマ
ナーを守り、周りの方々と協力し合いながら生活
しましょう。また、新型コロナウイルス感染症対
策として次のことにもご協力をお願いします。

　「強い地震や長時間の揺れを感じたとき」や「大津波・
津波警報が発表されたとき」や「危険を感じたとき」など
は迅速な避難が必要になりますが、気象災害の場合は天気
予報などで事前に情報を収集し「避難準備・高齢者等避難
開始」「避難勧告」「避難指示（緊急）」などの発令により、
家族や自らの状況に合わせた避難行動をとりましょう。

　「必ず避難場所に行く」ことだけが避難ではありません。

　「在宅避難」や「親戚・知人宅への避難」「安全な場所での
車中泊」などを検討するとともに、すでに災害が発生してお
り、避難場所への移動に危険が伴う場合など、やむを得ない
状況では、家の２階への「垂直避難」も検討しましょう。

津波
ハザード
マップ

土砂災害
警戒情報
システム

避難場所
避難所

体調に不安がある方（咳が出る、熱がある）は、 
避難所の担当者に申し出てください。
手洗い、咳エチケットなど基本的な感染症対策を 
徹底してください。
常に人との距離を２ｍ以上（困難な場合は最低１ｍ）
保ちながら行動してください。

平時平時のの準備準備

避難避難ののタイミングタイミングをを見逃見逃さないさない 避難所避難所でで気気をを付付けることけること

危険危険をを前前にしたにした準備準備 情報収集情報収集
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心構えを
する

避難行動
を確認

警戒

避難に時間を
要する人は避難

危険な場所
から全員避難

※警戒レベル５は、すでに災害が発生している状況です。

警戒レベル

１

警戒レベル

２

警戒レベル

３

警戒レベル

４

避
難
の
判
断
を

高
齢
者
高
齢
者
等
は
等
は

避
難
避
難

危
険
な
場
所
に
い
る

危
険
な
場
所
に
い
る

全
員
避
難

全
員
避
難

年
よ
り
、
気
象
情
報
や

避
難
情
報
、
災
害
の
危

険
度
な
ど
を
直
感
的
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
情
報

発
信
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
と

い
う
意
識
の
も
と
、
あ
ら
か
じ
め
各

レ
ベ
ル
の
意
味
を
知
っ
て
お
き
、
市

か
ら【
警
戒
レ
ベ
ル
３
】（
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
）
が
発
令
さ
れ

た
場
合
は
「
危
険
な
場
所
に
い
る
」

高
齢
者
の
方
や
避
難
に
時
間
を
要
す

る
方
は
避
難
、
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の

人
は
避
難
準
備
を
し
【
警
戒
レ
ベ
ル

４
】（
避
難
勧
告
）
が
発
令
さ
れ
た

場
合
に
は
、「
危
険
な
場
所
に
い
る
」

方
は
全
員
避
難
な
ど
、
速
や
か
に
自

分
の
状
況
に
合
わ
せ
た
避
難
行
動
を

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

昨

高齢者の方
早めの避難が必要な方

介助の必要な方
妊婦の方

病気のある方
赤ちゃんや子ども
障がいのある方

その情報、信頼できますか？

　災害発生時、自分に合った避難行動を
とるためには、災害情報の収集が何より
も大切です。
　現代はインターネット・SNS が普及し、
多くの情報を手軽に入手できるように
なった一方「デマ情報」が拡散されるこ
ともあり、有事の際には、より正確で信
頼できる情報が求められます。
　テレビのニュース等はもちろん、根室
市では「FMねむろ」によるラジオ放送や、
自宅の電話や FAX に情報が届く「緊急情
報配信サービス」登録制メールサービス
「ねむろメール」Twitter や Facebook によ
る SNSなど、様々な方法で災害情報を発
信しています。 公式Twitter 公式Facebook

ねむろメール

緊急情報配信サービス

右のQRコードを読み取り、空メールを送信し
てください。数分以内に返信がありますので、
メールの指示に従って進むと登録ができます。

携帯電話をお持ちでない世帯へ津波情報や避難情報など
を電話・FAXでお知らせするサービスです。登録を希望
する方は市総務課までお問い合わせください。

危
険
な
場
所
か
ら

危
険
な
場
所
か
ら

災害に備え、複数の情報
収集手段を用意
しましょう！

「
警
戒
レ
ベ
ル
」で
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